
 

 

 

 

 

 
 
  

「１学期のまとめ」と「体験を深められる夏休み」に 
 
４月に新学期がスタートしましたが、早くも１学期最後の月を迎えました。児童の皆さん

は、それぞれが新しい環境の中で、生き生きと学習や行事に取り組んだり、学校生活を送っ
たりすることができました。お子様本人の努力はもちろん、ご家族の皆様の温かいご支援が
あってのことと思います。引き続き、結果のみではなく、過程も含めて１学期の評価・振り
返りをご家庭でも行っていただき、得意をさらに伸ばすことや、苦手を少しでも減らすこと
ができるよう、お子様をお支えくださいますようお願いいたします。 
さて、小学生の頃に自然体験をよくしていた子どもは、高校生になったとき、自分自身に

肯定的であったり、自分に満足したりするなどの自尊感情や、自分の感情を調整したり、将
来に対して前向きであったりするなどの精神的な回復力が高くなるという調査結果がありま
す。また、学校外での体験を得る機会が多いほど、学習意欲や課題解決能力が向上するとい
う指摘もあります。昨今ＩＣＴ機器の充実やバーチャル体験の増加などにより、「リアルな
体験」が減少しています。もちろん遠方へ出かけることばかりが体験ではありません。飼育
や栽培、読書活動、家庭内でのコミュニケーション、地域行事への参加、自由研究等、身近
にできる体験活動もたくさんあります。是非、夏休みを有効的に利用することで、お子様の
自然体験や文化体験がより深まることを期待しています。    【校長  神野 真輔】 
 
 
 

 

 

月 火 水 木 金 土 日 

 １ Ａ日課 ２ ３ ４ ５  ６  

 40分授業 
読み聞かせ 2年 
1～2 年 14:10 下校 
3～6 年 15:00 下校 

40分授業 
1 年 14:10下校 

2～6 年 15:00 下校 

⑦委員会 
委員会のため14:10
下校 

学校訪問 
４時間授業 
13:20 下校 

  

７ Ｂ日課 ８ ９  10 11 12 13 

②児童集会 
 

読み聞かせ 3年  火曜日時間割 
3 年生は 6 限なし 

   

14 Ａ日課 15 16 17 18 19 20 

個人懇談会 
40 分 4 時間授業 
12:50 下校 

個人懇談会 
40 分 4 時間授業 
12:50 下校  

個人懇談会 
40 分 4 時間授業 
12:50 下校 

１学期給食最終 
 

１学期終業式 
10:30下校 

 

  

21  22 23 24 25 26 27 

海の日 
夏季休業 

  
 
 

  渡内コミュ

ふれあい夏

祭り 

 

28  29 30 31    

       

７月の主な予定 
命にかかわるような高温の日々が続いています。温度・湿度の調

整、衣服の調整や保冷グッズの活用、水分や栄養の補給、十分な睡
眠等を、子どもも大人も気を付けたいですね。 

東海市立渡内小学校 学校だより 

渡内っ子 
令和７年６月３０日 発行 

８月の主な行事予定 
１２日（火）～１５日（金）学校閉校日  ２０日（水）全校出校日 ９：３５下校 
２１日（木）～２２日（金）林間学習（５年生） 



◆◆ ６月１１・１９・２４日 ２年生 日本伝統文化体験「盆踊り」 ◆◆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆ ６月６・１３・２０・２７日 ４年生 日本伝統文化体験「よさこいソーラン」◆◆

◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆ ６月１７日 ６年生 租税教室 ◆◆ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

全校出校日について 
８月２０日に全校出校日を予定しています。出校日を設定する意図は、夏休みの終わり

に向けて心と体の準備をすること、生命身体の安全を確認すること、残り４分の１の過ご
し方について見直す機会にすることです。９月１日は１年の中でも自死のリスクが高まり
ます。これまでできていたことが退行することもあります。２学期を順調にスタートでき
るようにするための措置ですので、意図をご賢察いただき、ご家庭でも生活習慣を整えた
り、お子様へお声がけをいただいたりするなどのご配慮をお願いいたします。 

あいさつ・言葉遣いについて 
いろいろな方とお話をしていると、渡内っ子は「素直で温かい」というよいところをた

くさん聞きます。反面「あいさつができない」、「言葉遣いがよくない」という指摘をされ
ることもよくあります。学校では、毎日の生活場面や、各教科・道徳の授業など、機会を
捉えて継続的に指導を行っています。これらは社会の中で必要な資質・能力であるととも
に、学校だけの課題ではありませんので、お子様の年齢や発達段階に合わせて、ご家庭で
もご指導や日々の実践を引き続きお願いいたします。 


